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一
、
問
題
点

ー
、
仙
台
市
の
旧
市
域
の
多
く
の
部
分
を
路
線
式
、
そ
れ
も
い
ち
じ
る
し
い
並
列
路
線
式
の
町
割
形
態
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
北
一
番
丁
か
ら
北
七
番
丁
な
ど
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

路
線
式
と
い
う
の
は
、
道
路
の
両
側
に
並
ぶ
屋
敷
列
で
一
つ
の
町
を
形
づ
く
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
隣
の
町
と
は
、
道
路
で
な

仙台市街の町割形態

く
、
屋
敷
と
屋
敷
が
背
中
合
わ
せ
に
な
っ
て
境
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
並
列
路
線
式
の
町
割
形
態
の
部
分
で
、
住
居
表
示
の
変
更
事
業
を
行
な
う
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
事
態
が
起
る
で
あ
ろ
う

か
O 

2
、
仙
台
市
の
旧
市
域
に
は
、
単
に
並
列
路
線
式
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
縦
横
路
線
式
の
町
割
形
態
を
と
る
と
規
定
し
得
る
部
分
が
あ

る
。
北
一
番
丁
か
ら
北
七
番
丁
ま
で
の
並
列
路
線
式
の
七
列
の
帯
状
町
は
、
通
町
・
北
鍛
治
町
・
二
日
町
・
国
分
町
の
列
並
び
に
木
町
通

219 

の
、
南
北
方
向
の
、
二
列
の
帯
状
町
と
直
交
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
図
1
)
O
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東一番丁

東二菩了

東三番丁

東四番丁

交差路線式を示す仙台中央部の町界

細線内・・・・..了

五北五番丁

六北六番丁

七北七番了

1 

2 

3 

4 

図 1

太線内…町

北一番丁

北二番了

三北三番丁

四北四番丁

現行の市街図より箆瀬作製

そ
の
場
合
、
交
差
す
る
部
分
の
屋

敷
は
、
縦
横
い
ず
れ
の
町
に
所
属
し

て
い
る
か
。
さ
ら
に
、
他
方
に
よ
っ

て
切
断
さ
れ
た
路
線
式
の
町
は
、
町

と
し
て
の
統
一
性
を
持
っ
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
。

な
お
、
筆
者
は
縦
横
路
線
式
の
名

辞
の
代
り
に
、
交
差
路
線
式
あ
る
い

は
直
交
路
線
式
な
る
語
を
提
唱
し
、

」
れ
を
使
用
し
た
い
。

3
、
現
実
の
市
民
生
活
に
、
多
大

の
影
響
力
を
持
っ
と
解
さ
れ
る
、
独

特
の
路
線
式
町
割
形
態
は
、

い
つ
、

か
っ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

註
路
線
式
な
ど
の
名
辞
は
、
目
下

住
居
表
示
の
変
更
事
業
を
進
め
て
い
る



自
治
省
の
命
名
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
町
割
の
方
式
は
、
大
別
す
る
と
路
線
式
、
街
郭
式
及
び
結
合
式
の
三
種
に
区
別
さ
れ
る
。
路
線
式
形
態
は
・
:
:
街
道
筋
に
発
達
し
た
宿
場
町
文
は

昔
の
城
下
町
:
:
:
に
こ
の
よ
う
な
形
態
が
多
く
見
ら
れ
る
。
路
線
式
形
態
の
も
っ
と
も
典
型
的
な
も
の
は
並
列
路
線
式
(
で
、
)
並
列
路
線
式
の
ほ
か

縦
横
路
線
式
と
い
う
若
干
並
列
路
線
式
の
縦
横
に
変
氾
し
た
町
割
形
態
も
あ
る
。
」
(
自
治
省
内
市
町
村
自
治
研
究
会
編
新
住
居
制
度
の
解
説
四
四

l
五
頁
昭
三
八
)

「
街
郭
式
ー
と
は
、
数
個
の
街
画
を
も
っ
て
町
を
構
成
す
る
も
の
で
、
町
界
は
主
と
し
て
主
要
な
街
路
を
と
る
も
の
を
い
う
。
結
合
式
と
は
、
主
要
な

街
路
を
は
さ
ん
で
両
側
に
並
列
す
る
数
個
の
街
画
を
も
っ
て
町
を
構
成
す
る
も
の
を
い
う
。
」
(
町
名
地
番
制
度
の
改
善
に
関
す
る
答
申
昭
和
三
十
六

年
十
一
月
二
十
七
日
内
閣
総
理
大
臣
池
田
勇
人
宛
町
名
地
番
制
度
審
議
会
会
長
松
方
三
郎
)

二
、
町
割
形
態
の
起
源
に
関
す
る
古
地
図

筆
者
は
仙
台
の
中
心
部
の
町
割
形
態
を
交
差
路
線
式
(
縦
横
路
線
式
)
と
規
定
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
形
態
は
、
旧
藩
時
代
に
伊
達
氏

の
城
下
町
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

仙
台
の
古
い
町
割
形
態
に
つ
い
て
は
、
仙
台
市
史
(
仙
台
市
史
編
纂
委
員
会

昭
和
二
十
五
年

l
三
十
年
)
と
阿
刀
田
令
造
著

イ山
」ョ、
Q 

仙台市街の町割形態

城
下
絵
図
の
研
究
(
斎
藤
報
思
会
博
物
館
図
書
部
研
究
報
告

昭
和
十
一
年
八
月
)

第
四

に
極
め
て
適
切
な
古
地
図
が
集
録
さ
れ
て
い

る
の
で
参
考
に
な
る
。
と
く
に
阿
万
国
論
文
に
は
、
畳
半
分
大
の
大
版
地
図
が
十
数
葉
も
添
付
さ
れ
て
い
て
有
難
い
。
た
だ
し
こ
の
刊
本

は
、
東
京
で
は
国
会
図
書
館
の
ほ
か
に
は
少
な
い
よ
う
で
、
閲
覧
は
意
外
に
困
難
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
数
葉
を
、
冨
田
芳
郎
教
授
が
詳

し
く
転
写
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
借
用
で
き
た
こ
と
は
感
謝
に
た
え
な
い
。
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阿
万
田
論
文
に
添
付
の
大
版
古
地
図

一
、
奥
州
仙
台
城
絵
図
(
正
保
二
、
三
年
製
作
)



222 

二
、
仙
台
御
城
下
絵
図
(
寛
文
四
年
製
作
)

三
、
仙
台
城
下
絵
図
(
寛
文
九

t
十
一
年
製
作
)

四
、
仙
台
城
下
大
絵
図
(
延
宝
六

l
八
年
製
作
)

五
、
仙
台
藩
治
絵
図
(
延
宝
六

i
八
年
製
作
)

六
、
奥
州
仙
台
城
弁
城
下
絵
図
(
天
和
二
年
製
作
)

七
、
仙
台
御
城
下
御
絵
図
(
天
和
二
年
製
作
)

八
、
仙
台
城
下
絵
図
(
元
禄

t
享
保
製
作
)

九
、
仙
台
地
図
(
安
、
氷
元

t
七
年
製
作
)

一
O
、
仙
台
城
下
絵
図
(
天
明

i
寛
政
製
作
)

一
一
、
仙
台
城
下
絵
図
(
文
化
九

i
十
四
年
製
作
)

二
一
、
仙
台
城
下
絵
図
(
文
政
三
年
製
作
)

一
一
二
、
安
政
補
正
改
革
仙
府
絵
図

一
四
、
奥
州
仙
台
城
絵
図
(
正
保
二
、
三
年
製
作
)

一
五
、
仙
台
城
下
絵
図
(
寛
文
八
、
九
年
製
作
)

一
六
、
仙
台
城
下
大
絵
図
(
延
宝
六

t
八
年
製
作
)

一
七
、
安
政
補
正
改
革
仙
府
絵
図

阿
万
田
論
文
に
は
右
十
七
葉
以
外
に
、
図
名
の
み
が
、
別
に
八
葉
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

三
、
仙
台
市
街
の
形
成
l
l
l古
地
図
か
ら
の
検
討
|
|

さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
仙
台
の
旧
市
街
区
域
は
、
路
線
式
形
態
、
そ
れ
も
交
差
路
線
式
(
縦
横
路
線
式
)

の
町
割
形
態
を
と
る
。
そ
の

町
割
形
態
は
伊
達
氏
の
経
営
に
よ
る
城
下
町
を
原
型
と
す
る
も
の
で
あ
る
o

し
か
し
て
、
城
下
町
の
構
成
は
ほ
ぼ
延
宝
頃
ま
で
に
果
さ
れ
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~ 
た
と
解
さ
れ
る
。

(
仙
台
市
史

3
i
i
t
一一一七七

頁
)
否
、
交
差
路
線
式
の
基
本
形
は
、

よ
り
早
く

出
来
上
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、

「
慶
長
十
五

年
の
頃
に
は
、
仙
台
城
下
も
そ
の
創
設
計
画
の
実

1 

施
を
概
ね
完
了
し
た
」

1
1五
七

(
仙
台
市
史

仙台市史

頁
)

0

し
た
が
っ
て
江
戸
時
代
の
お
び
た
だ
し
い

古
地
図
の
う
ち
で
、

た
と
え
ば
、
正
保
年
間
の
も

仙台城下町の発展

の
、
並
び
に
安
政
年
間
の
も
の
な
ど
数
葉
を
点
検

す
る
だ
け
で
も
、
仙
台
市
街
の
形
成
次
第
と
、
そ

の
町
割
形
態
の
特
徴
が
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
o

仙
台
の
起
源
に
つ
い
て
は
仙
台
市
史
も
よ
く
説

図 2

明
し
て
い
る
が
、
阿
万
国
論
文
は
「
仙
台
は
さ
さ

や
か
な
村
落
か
ら
自
然
発
生
的
に
発
展
し
て
大
な

る
都
会
と
な
っ
た
市
街
で
は
な
か
っ
た
。
慶
長
六

年
に
伊
達
政
宗
に
よ
っ
て
そ
の
城
下
町
と
し
て
人

工
的
に
建
設
さ
れ
た
。
す
な
は
ち
当
時
の
言
葉
で
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図 3上了(侍屋敷

:it五苦手了~八番了)と町
(町人の町北鍛治町・

向通)安政三年一同六

?:窃 交正土浦正改革fLI府
民[RJ fi1i台市更i'ffr収

::ft 

.".圃・・ e・

-'-ノ、::ft 

言
ふ
な
ら
、
ま

「
取
立
」
て
ら
れ
た

市
街
地
で
あ
っ
た
o
-
-
2

j

:

畿
の
仙

台
市
街
地
の
大
部
分
ま

f
J

4人
t
v
H
二
時
は
谷

地
ふ
け
田
等
湿
地
の
連
続
で
あ
っ

た
。
:
:
:
政
宗
は
岩
出
山
在
住
の

『上の区域の町(丁)名

土
民
一
向
に
慶
長
六
年
二
月
期
日

か
ら
五

R
五
日
ま
で
の
問
に
残
ら

ず
仙
台
に
引
移
る
べ
き
事
を
命
じ

て
居
る
o

是
は
都
市
計
画
が
出
来

上
っ
て
新
披
下
の
屋
敷
割
が
定
つ

た

事
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
に

~、

阿
刀
用
論
文
二
一
一

t
二
八
頁
)

市
街
地
の
範
囲
は
「
寛
永
の
終

り
に
は
正
保
の
絵
図
に
現
は
れ
て

ゐ
る
様
な
仙
台
市
荷
に
ま
で
発
展

し
た
」
(
阿
万
田

二
頁
)
「
延

主
頃
ま
で
に
は
市
荷
の
拡
張
が
完
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写真 1 町と丁左

は北鍛治町の商業町

(I旧町人町)右は

北七番丁の住宅地

(旧侍屋敷) 撮影

地点通町4番地

成
さ
れ
た
」
(
仙
台
市
史

3
1二
一
七
七
頁
)

と
見
て
よ
か
ろ
う
。

城
下
町
の
区
域
は
、
延
宝
頃
ま
で
に
そ
の

概
形
が
で
き
上
っ
た
に
し
て
も
、

さ
ら
に
細

北七番町47番地

部
に
つ
い
て
比
較
検
討
す
れ
ば
、
東
南
方
へ

の
発
展
、
東
方
あ
る
い
は
東
北
方
へ
の
拡
張

の
事
実
を
見
逃
が
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
の
こ
と
は
阿
万
田
論
文
添
付
の
、
時
代
を

侍屋敷の遺構

異
に
す
る
十
数
葉
の
詳
細
な
古
地
図
の
比
較

に
よ
っ
て
十
分
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
図
2
は
主
要
な
古
地
図
の
重
ね
合
わ
せ

写真 2

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。

四
、
町
と
丁
|
|
交
差
路
線
式
町
割

仙
台
に
は
二
日
町
、
北
鍛
治
町
の
よ
う
に

町
と
、
北
四
番
丁
の
よ
う
に
丁
と
名
づ
け
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
仙
台
市
史
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北鍛治町

二日町

大町

ニ宮町

イ

ロ

ハ

ロ目I屋敷
議議 侍屋敷

争--0市電と停留所

仙台城下町の町屋敷と侍屋敷

(仙台市史lより作製)

図 5

町では
民は、
の侍仙
い屋台
る敷の
町の町
をあ名
町Eるの
と町原
呼を則
ん Tiの
だとう二
」呼と
とびし
し、て

て足「
い軽仙
る、台

(
仙
台
市
史

3
1一
二
九
二
頁
)
。

こ
こ
で
す
こ
ぶ
る
輿
味
の
持
た
れ
る
の
は
、

丁
と
名
づ
け
ら
れ
た
町
の
部
分
が
、
町
と
名
づ

け
ら
れ
た
部
分
で
分
断
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
北
一
番

丁
か
ら
北
七
番
丁
は
、
そ
れ
ぞ
れ
東
西
に
長
い

帯
状
町
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
南
北
に
横
断
す
る

一
条
の
帯
状
町
(
北
鍛
治
町
・
二
日
町
)
で
両

の
別
の
路
線
式
町
と
交
差
し
、

帯
状
町
は
、
町
人
の
町
で
両
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
北
一
番
丁

t
七
番
丁
の
並
列
路
線
式
の
町
が
、
北
鍛
治
町
・
二
日
町

断
さ
れ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
侍
屋
敷
の

こ
こ
に
交
差
路
線
式
町
割
を
現
出
し
て
い
る
o

か
っ
そ
の
場
合
、
町
人
の
町
並
(
町
)
が
連
続
し
、
侍
屋

敷
の
町
並
(
丁
)
が
分
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
今
日
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
か
つ
て
の
町
人
の
町
並
は
そ
の
ま
ま
繁
華
な
商
庖
街
で
あ
り
、
侍
屋
敷
の

多
く
は
住
宅
街
で
あ
る
c



仙台市街の町割形態

明治中期の仙台市街 明治24年測量図の縮図

(範囲は図1とほぼ同じ)
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仙
台
市
史
は
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
も
明
確
に
表
現
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
町
は
そ
の
屋
敷
並
を
分
断
せ
ら
れ

ず
に
連
続
す
る
の
が
常
で
あ
り
、

丁
は
町
と
交
文
す
る
場

合
に
は
屋
敷
並
を
断
た
れ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
o

仙

台
市
史

1
1
四
八
二
頁
)

交
差
路
線
式
町
割
は
、
北
二
番
了

t
北
七
番
丁
の
並
列

路
線
式
町
割
と
木
町
通
の
路
線
式
町
割
が
直
交
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
さ
き
に
も

ふ
れ
た
よ
う
に
、
北
一
番
丁

1
北
七
番
丁
の
町
割
は
、
南

北
方
向
を
と
る
こ
つ
の
町
割
と
の
交
差
に
よ
っ
て
、

ほ
ほ

二
つ
ず
つ
に
分
断
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

仙
台
市
に
お
い
て
交
差
路
線
式
町
割
を
示
す
も
う
一
つ

の
地
域
が
あ
る
。
そ
れ
は
現
在
の
仙
台
駅
と
広
瀬
川
と
の

聞
に
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
並
列
す
る
東
一
番
丁

t
東
四
番
丁

の
並
列
路
線
式
町
割
が
、
こ
れ
ら
と
ほ
ぼ
直
交
す
る
大
町

(
一
丁
目
l
五
丁
目
)
か
ら
新
伝
馬
町
に
つ
ら
な
る
路
線

式
町
割
と
に
よ
っ
て
現
出
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
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の
部
分
で
は
大
町
・
新
伝
馬
町
の
路
線
は
城
下
町
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
り
、
繁
華
を
ほ
こ
っ
た
町
人
町
で
あ
っ
た
o

今
日
も
そ
こ

に
は
多
く
の
銀
行
・
会
社
・
商
社
・
デ
パ
ー
ト
な
ど
が
た
ち
並
ん
で
い
る
。
こ
の
場
合
で
も
大
町
・
新
伝
馬
町
の
町
人
町
で
は
町
並
が
連

続
す
る
の
に
反
し
、
東
一
番
丁

1
東
四
番
丁
の
町
並
が
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
法
、
北
鍛
治
町
・
二
日
町
と
北
一
番
了

l
北
七
番
丁
の
場

合
と
規
を
一
に
し
て
い
る
。

明
治
二
十
四
年
測
量
、
第
二
師
団
参
謀
部
発
行
(
昭
和
四
十
三
年
大
日
本
測
量
株
式
会
社
複
製
)
二
万
分
一
地
形
図
(
図
5
)
に
よ
れ

ば
、
城
下
町
時
代
の
町
割
形
態
が
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
明
治
中
期
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
観
取
で
き
る
。
仙
台
市
街
が
交
差
路
線
式
町
割
形

態
を
示
す
こ
と
が
、

ほ
ぼ
こ
の
地
形
図
か
ら
も
把
握
で
き
る
。
な
お
現
行
一
万
分
の
一
地
形
図
(
国
土
地
理
院
)
と
並
用
読
図
す
れ
ば
、

右
の
こ
と
が
一
そ
う
明
瞭
で
あ
る
。

五
、
交
差
路
線
式
町
割
と
町
内
会

仙
台
市
の
旧
市
街
区
域
に
は
交
差
路
線
式
町
割
が
い
く
つ
も
見
出
さ
れ
る
o

そ
の
一
区
域
、
北
二
番
丁

1
北
七
番
丁
で
、

い
ず
れ
の
丁

も
ほ
ぼ
三
つ
ず
つ
の
部
分
に
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
交
差
路
線
式
に
基
ず
く
町
並
の

分
断
は
、
住
民
の
日
常
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
o

し
か
し
意
外
な
ほ
ど
、

丁
と
し
て
の
統
一
性
を
、
今
日
ま
で
持
続

し
て
い
る
の
に
驚
ろ
か
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
北
七
番
丁
は
東
西
方
向
を
と
る
一
つ
の
丁
で
あ
る
。

そ
の
東
端
と
西
端
と
の
距
離
は
二
、

四
0
0
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い

る
。
丁
は
東
部
・
中
央
部
・
西
部
の
三
つ
の
部
分
に
分
断
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
四
つ
の
町
内
会
が
あ
る
o

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
の



う
ち
の
中
央
部
の
町
並
を
占
め
る
町
内
会
(
協
和
会

一一

O
O世
帯
)
が
、
木
町
通
を
隔
て
た
西
部
の
町
並
の
一
部
を
そ
の
範
囲
に
入
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
従
っ
て
西
部
の
町
内
会
は
連
続
す
る
町
並
の
一
部
を
中
央
部
の
た
め
に
切
離
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
北
七
番
丁
は
町

一
つ
の
統
一
性
を
持
っ
た
丁
と
し
て
の
存
在
を
保
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
町
並
そ
の
も
の
は
木
町
通
、
並
び
に

内
会
活
動
で
見
る
限
り
、

通
町
・
北
鍛
治
町
の
二
条
の
町
で
三
つ
に
分
断
さ
れ
て
い
て
も
、

丁
名
の
示
す
統
一
性
は
生
き
て
い
る
c

同
じ
こ
と
は
北
六
番
丁
に
つ
い

て
も
い
い
得
る
。
南
北
方
向
の
二
列
の
路
線
が
そ
れ
ぞ
れ
、
商
匝
街
と
し
て
の
統
一
性
を
強
く
保
っ
て
い
る
上
に
、

こ
れ
ら
と
直
交
す
る

東
西
方
向
の
丁
が
、

い
ず
れ
も
生
活
の
統
一
体
と
し
て
の
一
面
を
残
し
て
い
る
こ
と
、

」
れ
こ
そ
交
差
路
線
式
町
割
の
面
目
と
解
し
て
よ

か
ろ
う
o

各
町
内
会
の
こ
と
は
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
十
八
日
、
北
七
番
丁
一
一

O
番
地
在
住
の
斎
藤
正
次
郎
氏
を
訪
問
し
て
御
教
示
を

得
た
も
の
で
あ
る
。
斎
藤
氏
は
仙
台
市
役
所
の
統
計
係
長
で
、
協
和
会
の
会
長
職
を
と
ら
れ
て
い
る
。
な
お
仙
台
市
に
は
現
在
計
約
六

O

O
の
町
内
会
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
を
果
し
て
い
る
。

六
、
路
線
式
町
割
区
域
に
お
け
る
町
界

仙台市街の町割形態

一
般
に
町
の
範
囲
な
る
も
の
が
、

い
つ
、

か
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
は
詳
か
で
な
い
。

し
か
し
仙
台
で
は
「
旧
藩
時
代
に
も
不
明
確
な
が
ら
謂
わ
ば
町
界
が
存
在
し
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
(
明
治
以
後
に
お
い
て
)
明
確
に
規
定

さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
(
仙
台
市
史

-
四
八
四
頁
)
「
仙
台
市
街
の
町
並
は
、
明
治
初
年
当
時
に
お
け
る
こ
の
よ
う

な
町
・
丁
・
通
相
互
間
に
お
け
る
屋
敷
並
に
そ
の
ま
ま
則
っ
て
決
定
せ
ら
れ
た
」
(
仙
台
市
史

1 

四
ノス

の
で
あ
る
。

こ
れ
を
さ
ら
に
詳
し
く
い
え
ば
「
町
界
の
決
定
は
、
ま
さ
に
屋
敷
の
並
び
方
、
向
き
方
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
」

1
1四

(
仙
台
市
史
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八
二
ず
貝
)

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

A
道
路
を
は
さ
ん
で
屋
敷
が
向
か
い
合
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
部
分
が
A
町
(
丁
)
と
な
る
。

A
道
路
に
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平
行
す
る
道
路
に
同
様
の
向
き
の
屋
敷
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
は

B
町
(
丁
)
と
な
る
。

A
-
B
両
町
(
丁
)

の
境
界
は
、

A
道
路
に
向
っ
て

並
ぶ
屋
敷
列
と
、

B
道
路
に
向
っ
て
並
ぶ
屋
敷
列
と
が
背
中
合
わ
せ
に
つ
く
る
一
線
で
あ
る
。
こ
の
一
線
は
、
現
地
で
調
べ
て
見
る
と
、

板
壁
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
判
然
と
し
た
部
分
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
し
い
も
の
が
な
に
も
な
く
て
、

町
界
ら
し

か
ら
ぬ
部
分
も
あ
る
。
図
3
か
ら
も
以
上
の
こ
と
が
観
取
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
住
民
は
こ
の
一
線
を
境
と
し
て
別
の
町
(
丁
)

で
あ
る
こ
と
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
意
識
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
日
常
生
活
が
強
く
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
想
像
以
上
で
あ
る
。
現
在
な
ら

ば
、
町
内
会
が
別
々
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
万
般
の
日
常
生
活
に
作
用
し
て
い
る
。
小
学
校
の
通
学
区
域
が
、

こ
の
一
線
で

異
な
っ
た
り
も
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
路
線
式
の
町
(
丁
)

で
は
、
長
さ
は
極
端
に
長
く
な
る
。
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
北
七
番
丁
で
は
、
そ
の
両
端
の
距
離
が

二
、
四

0
0
メ
ー
ト
ル
、
北
六
番
丁
で
は
二
、

八

0
0
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
長
さ
を
持
ち
な
が
ら
、
町
の
幅
は
、

一
条
の
道
路
に
向
き
合
う
部
分
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
狭
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
町
(
丁
)
幅
に
つ
い
て
は
、
多
小
の
吟

味
が
必
要
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
o

一
応
考
え
ら
れ
る
の
は
屋
敷
の
奥
行
の
二
倍
プ
ラ
ス
道
路
幅
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
り
に
百
坪
程
度

の
屋
敷
が
道
路
に
そ
っ
て
つ
ら
な
る
と
し
、
そ
の
屋
敷
が
正
方
形
と
す
れ
ば
奥
行
が
十
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
o

道
路
幅
を
五
間
と
仮
定

す
れ
ば
、

町
の
幅
は
二
十
五
間
程
度
の
筈
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
の
町
(
丁
)
幅
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
の
町
(
丁
)

の
幅
は
も
っ
と
広
い
。
北
五
番
丁
で
は
九
十
問
、
北
七
番
丁
で

七
十
聞
で
あ
り
、

こ
の
程
度
の
数
字
は
、
北
一
番
丁
か
ら
北
七
番
丁
の
い
ず
れ
の
丁
に
も
ほ
ぼ
当
て
は
ま
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の
丁
に
直
交

す
る
商
庖
街
で
あ
る
通
町
・
北
鍛
治
町
の
町
で
は
や
や
狭
い
が
、
そ
れ
で
も
六
十
聞
の
幅
が
あ
る
o

道
幅
は
い
ず
れ
も
五
間
を
あ
ま
り
出



な
い
か
ら
、
片
側
の
屋
敷
の
奥
行
は
短
く
て
も
そ
れ
ぞ
れ
二
十
七
間
程
度
、
広
い
町
幅
を
持
つ
町
(
丁
)

と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
奥
行
の
長
い
屋
敷
が
で
き
上
る
わ
け
で
あ
る
o

間
口
に
く
ら
べ
て
奥
行
が
長
い
の
は
、
で
き
る
だ
け
街
道

で
は
四
十
間
を
こ
え
て
い
る
こ

に
面
し
た
い
と
す
る
街
村
や
、
商
匝
街
の
常
で
あ
り
、
住
民
の
知
慧
で
あ
り
、
そ
れ
は
仙
台
だ
け
の
特
色
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。

道
路
か
ら
の
奥
行
が
三
十
問
、
あ
る
い
は
四
十
聞
に
も
な
る
と
、
あ
る
場
合
に
は
道
路
(
本
道
)

か
ら
露
地
を
通
じ
、
露
地
裏
に
別
の

世
帯
が
お
か
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
写
真
3
は
北
七
番
丁
と
そ
こ
か
ら
入
っ
た
露
地
の
一
つ
で
あ
る
。
写
真
4
は
、
通
町
の
露
地
裏
の
家

仙台市街の町割形態231 

て
さ
が
さ
な
い
と
見
失
う
ほ
ど
細
い
。

の
一
例
で
あ
る
。
本
道
か
ら
露
地
へ
の
入
口
は
、
写
真
5
で
う
か
が
与
え
る
よ
う
に
、
注
意

L

露地の入口と奥の家

こ
の
よ
う
に
し
て
本
道
沿
い
の
家
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
本
道
と
露
地
と
露
地
裏
の
家
を
加

え
る
工
夫
に
よ
っ
て
、
町
(
丁
)
幅
が
極
端
な
狭
さ
か
ら
脱
し
て
い
る
例
は
仙
台
に
限
ら
な

丁番七
'ド
U

T
寸
A
，

写真 3

ぃ
。
い
ず
れ
別
の

露地の奥に並ぶ数戸の世帯

通町52番付近

様町京
のに区
こつ
と L、
がて
L 、も
え同

機
会
に
述
べ
た
い

と
思
う
京
都
の
中

上
京
区
の

写真 4

そ
う
で
あ
る
。
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写真 5本選から露地への狭い入口通町52香地付近

右
に
あ
げ
た
仙
台
の
市
街
地
の
、
町
(
丁
)
幅
の
基
準
ま
た
は
起
源
に
つ
い

て
は
つ
ぎ
の
説
明
が
参
考
に
な
る
o

「
(
侍
屋
敷
で
は
)
大
身
侍
屋
敷
の
面
積
は

広
大
で
一
万
坪
に
近
い
も
の
も
あ
一
っ
た
。
百
貫
文
か
ら
八
十
貫
文
ま
で
表
(
間

口
)
四
十
問
、
裏
(
奥
行
)
一
一
一
十
聞
の
千
一
一
百
坪
:
:
:
十
貫
文
は
表
十
二
問
、

:
:
:
裏
一
二
十
間
の
コ
一
百
六
十
坪
、
足
軽
霞
敷
は
表
七
間
裏
二
十
五
間
百
七
十
五

坪
と
定
め
ら
れ
た
0

・
:
:
・
職
人
屋
敷
は
表
六
問
、
裏
二
十
五
間
百
五
十
坪
の
定

:
:
:
寛
文
五
年
の
定
で
は
町
家
は
表
六
間
裏
二
十
五
聞
の
百
五
十
坪
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
単
位
を
一
軒
屋
敷
と
呼
び
、
そ
の
半
分
を
半
軒
屋
敷
と
呼
ん
で
い

(
仙
台
市
史

3
1四
O
一1
四
頁
)

る
しー

こ
こ
で
注
意
を
ひ
く
の
は
、
ど
ん
な
に
間
口
が
狭
く
て
も
、
奥
行
は
二
十
五

聞
を
下
ら
な
い
点
で
あ
る
。
こ
れ
な
ら
、
道
幅
を
五
間
と
し
て
、
町
幅
を
五
十

の
で
あ
ろ
う
。

用
す
る
た
め
の
当
時
の
城
下
町
計
画
者
の
知
慧
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
露
地
並
び
に
露
地
裏
住
居
は
、
こ
の
町
幅
に
対
応
し
た
も

五
間
(
一

0
0
メ
ー
ト
ル
)
以
上
に
保
て
る
わ
け
で
あ
る
o

路
線
式
町
割
を
採

七
、
路
線
式
町
割
区
域
に
お
け
る
住
居
表
示
の
変
更
事
業

路
線
式
町
割
区
域
の
功
罪
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

(
拙
稿

町
界
と
住
居
表
示
地
図

l
l概
報
|
|



地
図

一
九
六
八
年
)
仙
台
の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
。
た
だ
し
一
般
的
に
い
っ
て
、

い
ず
れ
の
都
市
で
も
最
近
ま
で
は

六
巻

号

専
ら
路
線
式
で
は
そ
の
功
の
み
が
多
く
現
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
自
動
車
交
通
の
激
増
と
、
広
い
敷
地
を
求
め
る
大
型

建
物
の
激
増
傾
向
に
対
応
し
、
最
近
に
入
っ
て
は
路
線
式
の
欠
点
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
o

換
言
す
れ
ば
、
路
線
式

の
欠
点
は
、
ま
ず
大
都
市
の
都
心
部
に
あ
ら
わ
れ
、
順
次
周
辺
地
帯
並
び
に
地
方
都
市
に
及
ん
で
ゆ
く
筈
で
あ
る
o

し
た
が
っ
て
、
路
線
式
町
割
の
功
罪
は
、
個
々
の
都
市
地
域
を
時
間
の
変
化
の
う
ち
で
検
討
す
る
形
で
果
す
ほ
か
は
な
い
。
東
京
二
十

三
区
に
は
、
渋
谷
駅
付
近
の
小
地
域
を
除
き
、
今
日
路
線
式
町
割
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
か
つ
て
存
在
し
た
日
本
橋
そ
の
他
の
下
町
の
路
線

式
町
割
は
、
関
東
大
地
震
を
契
機
に
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
大
阪
市
の
都
心
地
域
に
は
今
日
の
時
点
で
も
、
多
く
の
路

線
式
町
割
が
そ
の
ま
ま
残
存
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
も
は
や
そ
の
欠
点
が
頂
点
に
達
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
京
都
市
に
は
上
京
区
・

中
京
区
な
ど
に
独
特
の
路
線
式
町
割
が
見
ら
れ
る
が
、

」
こ
で
は
改
変
運
動
が
殆
ん
ど
起
っ
て
い
な
い
。

(
以
上

11Jj 
稿

住
居
表
示
の

案
内
図

地
理

一
九
六
七
年
)

十
二
巻

九
号

で
は
仙
台
は
現
時
点
で
、
路
線
式
町
割
を
改
変
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
筆
者
が
二
、
三
の
町
で
聴
取
り

仙台市街の町割形態

し
た
と
こ
ろ
で
は
、
改
変
へ
の
積
極
論
は
な
か
っ
た
。
市
当
局
は
ど
の
よ
う
に
意
識
し
て
い
る
か
。
表
現
さ
れ
る
言
辞
よ
り
も
、
住
居
表

示
の
変
更
事
業
成
果
こ
そ
、

そ
の
客
観
的
な
改
変
へ
の
返
答
で
あ
る
と
解
し
た
い
o

住
居
表
示
の
変
更
と
い
う
事
業
は
「
町
割
は
、
そ
の

(
昭
和
三
十
七
年
度
住
居
表
示
整
備
実
施
基
準

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
街
か
く
式
又
は
結
合
式
を
採
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
」

自
治

省
)
の
示
す
よ
う
に
、

」
の
事
業
は
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
路
線
式
町
割
を
無
く
す
る
の
が
ね
ら
い
な
の
で
あ
る
。

仙
台
市
域
で
は
、
都
心
部
を
残
存
し
て
僅
か
に
周
辺
地
域
の
み
が
、
そ
の
改
変
事
業
を
完
了
し
た
o

換
言
す
れ
ば
、
路
線
式
の
区
域
は
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北
八
番
丁
、
北
九
番
丁
な
ど
、
ご
く
小
地
域
を
除
き
、

そ
っ
く
り
旧
態
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
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市
街
の
内
部
地
域
で
、

大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
な
ど
、
住
居
表
示
の
変
更
事
業
の
進
ま
な
い
都
市
の
多
く
が
、
路
線
式
町
割
を
持
つ
こ
と
を
考
え
る
と
、
仙
台

」
の
事
業
の
進
ま
な
い
理
由
が
十
分
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。




